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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビ放送信号を伝送する伝送線路に接続される入力端子と、
　チェック対象となるテレビ放送信号の物理チャンネルを指定する指定手段と、
　前記指定手段にて指定された物理チャンネルを指定チャンネルとして、前記入力端子を
介して入力される前記テレビ放送信号の前記指定チャンネルでの信号レベルを測定するレ
ベル測定手段と、
　前記指定チャンネルの信号を復調する際に抽出される情報及び該復調により得られるビ
ット列に基づいて、前記指定チャンネルでの伝送品質を測定する品質測定手段と、
　前記レベル測定手段、及び品質測定手段での測定結果を表示する表示手段と、
　衛星放送受信用のアンテナに設けられたコンバータに対して、前記入力端子に接続され
た伝送線路を介して給電を行うための給電回路と、
　装置各部に電源供給を行うバッテリと、
　を備え、アンテナ設置方向の調整作業に用いるレベルチェッカにおいて、
　前記品質測定手段により得られたビット列をデコードして映像データを生成するデコー
ド手段と、
　前記デコード手段にて得られた映像データに基づく映像を前記表示手段に表示させる表
示制御手段と、
　を備えることを特徴とするレベルチェッカ。
【請求項２】
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　前記表示制御手段は、
　前記レベル測定手段及び品質測定手段からの測定結果に基づく画像、又は前記デコード
手段からの映像データに基づく映像を、外部からの指令に従って択一的に表示させる切替
制御手段を備えることを特徴とする請求項１に記載のレベルチェッカ。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、
　前記デコード手段からの映像データに基づく映像に、前記レベル測定手段及び前記品質
測定手段からの測定結果に基づく画像を重畳して表示させる重畳制御手段を備えることを
特徴とする請求項１又は請求項２に記載のレベルチェッカ。
【請求項４】
　前記テレビ放送信号は、少なくとも地上波デジタル放送を含むことを特徴とする請求項
１乃至請求項３のいずれかに記載のレベルチェッカ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビ放送波の受信レベルを測定するレベルチェッカに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、テレビ放送波用受信アンテナの設置時に行う設置方向の調整作業や、共同受
信システムやＣＡＴＶシステム等において行うシステム各部での信号レベルの確認作業等
で使用するレベルチェッカが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、近年、デジタル放送に対応するレベルチェッカとして、信号レベルの測定だけで
なく、受信したテレビ放送信号を復調するチューナモジュールを内蔵し、復調の際に抽出
される情報から変調誤差比（ＭＥＲ）を求めたり、復調により得られたビット列のビット
誤り率（ＢＥＲ）を求めたりすることによって伝送品質の測定を行うものも知られている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２９５３６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、テレビ放送波用受信アンテナを設置した場合、その設置した受信アンテナか
らの受信信号によってテレビ受像機に映像が映るか否かを実際に確認（以下「映像確認」
という）する必要がある。
【０００６】
　但し、地上波デジタル放送に対応したテレビ受像機において映像確認を行うためには、
テレビ受像機に内蔵されているチューナ（以下「地デジチューナ」という）に、チャンネ
ルサーチを実行させなければならない。
【０００７】
　具体的には、地デジチューナにて全ての物理チャンネルを順次選局して、デジタル放送
が復調されるチャンネルを受信可能なチャンネルとして抽出し、これをチャンネルリスト
に登録する。即ち、チャンネルサーチでは、デジタル放送が復調されないチャンネルは無
視されることになる。
【０００８】
　このため、チャンネルサーチによって、その地域で視聴可能とされている全てのチャン
ネルを抽出することができなかった場合、受信アンテナの向きを再調整して、再度チャン
ネルサーチするという作業を繰り返し行う必要がある。
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【０００９】
　しかし、ただでさえ時間を要するチャンネルサーチを、アンテナの向きを再調整する毎
に行っているのでは、作業時間が増大してしまうという問題があった。
　特に、アンテナとテレビ受像機とが離れた位置に設置されている場合には、このアンテ
ナの調整作業を一人で行うことが困難であるという問題もあった。
【００１０】
　また、テレビ受像機のない山間部や僻地等で、アンテナのみを設置する作業を行う場合
は、レベルチェッカだけでなく、テレビ受像機やそれを動作させるためのＡＣ１００Ｖ電
源等も必要となり、これらの装置を持ち運ぶことが大変に煩わしいという問題もあった。
【００１１】
　本発明は、上記問題点を解決するために、アンテナ設置方向の調整作業を簡易に短時間
で行うことを可能とするレベルチェッカを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するためになされた請求項１に記載の発明は、テレビ放送信号を伝送す
る伝送線路に接続される入力端子と、チェック対象となるテレビ放送信号の物理チャンネ
ルを指定する指定手段と、前記指定手段にて指定された物理チャンネルを指定チャンネル
として、前記入力端子を介して入力される前記テレビ放送信号の前記指定チャンネルでの
信号レベルを測定するレベル測定手段と、前記指定チャンネルの信号を復調する際に抽出
される情報及び該復調により得られるビット列に基づいて、前記指定チャンネルでの伝送
品質を測定する品質測定手段と、前記レベル測定手段、及び品質測定手段での測定結果を
表示する表示手段と、衛星放送受信用のアンテナに設けられたコンバータに対して、前記
入力端子に接続された伝送線路を介して給電を行うための給電回路と、装置各部に電源供
給を行うバッテリとを備えたレベルチェッカにおいて、前記品質測定手段により得られた
ビット列をデコードして映像データを生成するデコード手段と、前記デコード手段にて得
られた映像データに基づく映像を前記表示手段に表示させる表示制御手段とを備えること
を特徴とする。
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のレベルチェッカにおいて、前記表示制御手
段は、前記レベル測定手段及び品質測定手段からの測定結果に基づく画像、又は前記デコ
ード手段からの映像データに基づく映像を、外部からの指令に従って択一的に表示させる
切替制御手段を備えることを特徴とする。
【００１４】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載のレベルチェッカにおいて、前
記表示制御手段は、前記デコード手段からの映像データに基づく映像に、前記レベル測定
手段及び前記品質測定手段からの測定結果に基づく画像を重畳して表示させる重畳制御手
段を備えることを特徴とする。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のレベルチェッカに
おいて、前記テレビ放送信号は、少なくとも地上波デジタル放送を含むことを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１に記載のレベルチェッカによれば、指定手段を介して指定された任意の物理チ
ャンネルの映像を、レベルチェッカに備えられた表示手段に表示させることができるため
、テレビ受像機にチャンネルサーチを行わせることなく映像確認を行うことができる。そ
の結果、アンテナ設置方向を調整する作業の作業効率を向上させることができるだけでな
く、その調整作業のためにレベルチェッカ以外の装置（テレビ受像機やＡＣ電源等）を必
要としないため、作業に必要な装置を運搬する手間を大幅に削減でき、また、作業自体を
一人で実施することもできる。
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【００１７】
　請求項２に記載のレベルチェッカによれば、測定結果に基づく画像と、映像データに基
づく映像とを、適宜切り替えて表示手段に表示させることができるため、実施する作業に
応じて作業に適した画面を適宜選択することができる。
【００１８】
　請求項３に記載のレベルチェッカによれば、映像データに基づく映像に、測定結果に基
づく画像を重畳したもの、即ち、作業等に必要な情報が一括して示された画面を表示手段
に表示させることができる。
【００１９】
　請求項４に記載のレベルチェッカによれば、地上波デジタル放送用の受信アンテナの設
置方向を調整する作業に使用することができる。
　なお、テレビ放送信号は、地上波デジタル放送の放送信号に限らず、衛星デジタル放送
の放送信号や、ＣＡＴＶの放送信号であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】レベルチェッカの全体構成を示すブロック図。
【図２】制御部が実行するメイン処理の内容を示すフローチャート。
【図３】制御部が実行する測定処理の内容を示すフローチャート。
【図４】測定モード毎に設定された測定結果画像の表示例を示す説明図。
【図５】表示モード毎の表示内容を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に本発明の実施形態を図面と共に説明する。
　＜概要＞
　図１は、本発明が適用されたレベルチェッカ１０の全体構成を示すブロック図である。
【００２２】
　なお、レベルチェッカ１０は、地上波デジタル放送用のチャンネル（ＵＨＦ帯）を用い
て伝送される信号（以下「放送信号」という）を受信し、指定された物理チャンネル（帯
域幅６ＭＨｚ）毎に信号レベル及び伝送品質（ＢＥＲ，ＭＥＲ）の測定を行うものである
。
【００２３】
　また、放送信号には、ＭＰＥＧ２方式が適用されており、ＴＳ（トランスポート・スト
リーム）パケットが使用される。このＴＳパケットは、畳み込み符号、リード・ソロモン
符号によって符号化され、更にＯＦＤＭによって変調された状態で、放送局から送出され
る。
【００２４】
　＜構成＞
　図１に示すように、レベルチェッカ１０は、放送信号を伝送する伝送線路に接続される
入力端子１１と、測定結果等を表示するための表示部１２と、当該レベルチェッカ１０に
対する各種指令を入力するための操作部１３とを備えている。
【００２５】
　なお、入力端子１１は、テレビ受像機やチューナに設けられた放送信号の入力端子と同
型のコネクタによって構成されている。
　表示部１２は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）からなる周知のものである。
【００２６】
　操作部１３は、キーマトリクス等で構成され、表示部１２の表示と連動して、少なくと
も、測定対象となるチャンネル／周波数の指定、及び、測定内容を規定する測定モードの
切替、測定結果等を表示部１２に表示する際の表示モードの切替を行うための入力操作が
可能なように構成されている。
【００２７】
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　また、レベルチェッカ１０は、チャンネル設定信号Ｓchに示された物理チャンネル（以
下「指定チャンネル」という）の信号を抽出して、その信号レベルＬＶを測定する信号レ
ベル測定部１６と、指定チャンネルの信号を復調，誤り訂正処理等を施してＴＳパケット
を表すビット列を生成すると共に、その復調時に得られる情報を用いて指定チャンネルの
伝送品質（ＭＥＲ，ＢＥＲ）を測定する伝送品質測定部１７と、入力端子１１を介して入
力される放送信号の信号レベルを、ゲイン調整信号Ｓgcに従って増減させてレベル調整を
行うと共に、レベル調整された信号を、動作選択信号Ｓseに従って信号レベル測定部１６
又は伝送品質測定部１７のいずれかに供給する入力レベル調整部１５とを備えている。
【００２８】
　更に、レベルチェッカ１０は、伝送品質測定部１７から供給されるビット列（ＴＳパケ
ット）に含まれるＭＰＥＧ２方式で符号化されたデータを復号することにより、指定チャ
ンネルの映像データＶＡを生成するＭＰＥＧ２デコーダ（以下、単位「デコーダ」とう）
１８と、デコーダ１８にて生成された映像データＶＡに基づく映像に、重畳信号Ｓodから
特定される画像が重畳して表示されるように加工した映像データＤＢを生成する映像合成
出力部１９と、信号レベル測定部１６や伝送品質測定部１７での測定結果や現在選択され
ている指定チャンネル等の情報を示した画像（以下「測定結果画像」という）を表示部１
２に表示させるための画像データＤＡ、及び映像合成出力部１９から供給される映像デー
タＤＢのうち、いずれか一方を、表示切替信号Ｓdmに従って選択して、表示部１２に供給
する表示切替部２０と、操作部１３を介して入力される各種指令に従って、当該装置の各
部を制御する制御部２１とを備えている。
【００２９】
　また、レベルチェッカ１０には、図示しないが、装置各部に電源供給を行うバッテリと
、衛星放送受信用のアンテナに設けられたコンバータに対して、入力端子１１に接続され
た伝送線路を介して給電を行うための給電回路とが設けられている。
【００３０】
　＜信号レベル測定部＞
　信号レベル測定部１６は、指定チャンネルの信号を抽出する選局回路、選局回路の出力
を検波する検波回路等からなる周知のものである。
【００３１】
　但し、信号レベル測定部１６にて測定される信号レベルＬＶは、入力レベル調整部１５
にて調整されたものである。つまり、信号レベルＬＶは、実際の信号レベルを表したもの
ではなく、実際の信号レベルを求めるために必要な情報として、制御部２１に供給される
。
【００３２】
　なお、信号レベル測定部１６は、測定可能な入力レベルの範囲（レベル測定用許容範囲
）が予め規定されており、しかも、レベルチェッカ１０の測定可能範囲は、このレベル測
定用許容範囲より広く設定されている。
【００３３】
　＜伝送品質測定部＞
　伝送品質測定部１７は、指定チャンネルの信号をダイレクト復調することによってビッ
ト列を生成し、そのビット列に対する誤り訂正処理（ここではビタビ復号）を行うことに
よって、ＴＳパケット（誤り訂正されたビット列）を生成する。
【００３４】
　更に、復調時に抽出されるＭＥＲの算出に必要な情報（例えば、Ｉ，Ｑ信号の振幅）や
、復調により得られたビット列（訂正前のビット列）、及び該ビット列に対して誤り訂正
処理を施したビット列（訂正後のビット列）から得られるＢＥＲの算出に必要な情報（例
えば、測定対象となったビット数、誤り訂正が行われたビット数）を求めて、制御部２１
に供給するように構成されている。
【００３５】
　また、伝送品質測定部１７は、測定可能な入力レベルの範囲（以下「品質測定用許容範
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囲」という）が予め規定されている。しかも、レベルチェッカ１０への入力信号の信号レ
ベルに応じて、測定に最適な入力レベル（以下「最適レベル」という）が予め規定されて
いる。
【００３６】
　＜入力レベル調整部＞
　入力レベル調整部１５は、増幅器及び可変減衰器等で構成され、制御部２１からの指令
に従って、可変減衰器での減衰量を増減することによって、信号レベルを０．１ｄＢ単位
で調整するように構成された周知のものである。
【００３７】
　但し、入力レベル調整部１５の出力部分には、動作選択信号Ｓseに従って動作する１入
力２出力のセレクタが設けられており、その二つの出力が、信号レベル測定部１６及び伝
送品質測定部１７のいずれかに接続されている。また。いずれの出力が選択された場合で
も、セレクタでの通過減衰量は同一となるように構成されている。
【００３８】
　つまり、入力レベル調整部１５は、信号レベル測定部１６の入力レベルが上述の規定範
囲（測定可能範囲）内となり、また、伝送品質測定部１７への入力レベルが上述の規定レ
ベル（最適レベル）となるようにする調整を可能とするために設けられている。
【００３９】
　＜ＭＰＥＧ２デコーダ＞
　デコーダ１８は、伝送品質測定部１７から供給されるＴＳパケット（訂正後のビット列
）に含まれるＭＰＥＧ２方式で符号化されたデータを復号することにより、映像データＶ
Ａ及び音声データを生成する周知のものであり、ここでは、映像データＶＡのみが使用さ
れる。
【００４０】
　＜映像合成出力部＞
　映像合成出力部１９は、重畳信号Ｓodの入力がない場合には、デコーダ１８からの映像
データＶＡを、そのまま映像データＤＢとして出力し、重畳信号Ｓodの入力がある場合に
は、周知のオンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）機能を利用して映像データＶＡを加工
した映像データＤＢを出力するように構成されている。
【００４１】
　＜表示切替部＞
　表示切替部２０は、表示切替信号Ｓdmに従って、制御部２１から供給される画像データ
ＤＡに基づく表示（測定結果画像）と、映像合成出力部１９から供給される映像データＤ
Ｂに基づく表示（映像のみ又は測定結果画像を重畳した映像）とを切り替えるように構成
されている。
【００４２】
　＜制御部＞
　制御部２１は、ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡＭを中心に構成された周知のマイクロコンピュー
タからなり、信号レベル，伝送品質の測定や測定結果の表示を行う測定処理や、操作部１
３での操作に従って測定条件の設定や測定処理の起動停止を行うメイン処理等を実行する
。
【００４３】
　なお、ＲＯＭには、後述するメイン処理や測定処理を実行するためのプログラムの他、
レベルチェッカ１０への入力信号の信号レベルと、伝送品質測定部１７での最適レベルと
の関係を示すテーブル（最適レベル設定テーブル）が少なくとも記憶されている。
<<メイン処理>>
　ここで制御部２１が実行するメイン処理を、図２に示すフローチャートに沿って説明す
る。
【００４４】
　なお、本処理は、レベルチェッカ１０の電源がオンしている間実行される。
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　Ｓ１１０では、操作部１３にて測定の開始又は終了を指示する測定指示操作が行われた
か否かを判断し、肯定判断した場合はＳ１２０に、否定判断した場合はＳ１３０に移行す
る。
【００４５】
　Ｓ１２０では、後述する測定処理が既に実行されているのであれば、その測定処理を停
止し、測定処理が実行されていないのであれば、測定処理を起動してＳ１１０に戻る。
　Ｓ１３０では、操作部１３にて測定処理の対象となる物理チャンネルを指定するチャン
ネル指定操作が行われたか否かを判断し、肯定判断した場合はＳ１４０に、否定判断した
場合はＳ１５０に移行する。
【００４６】
　Ｓ１４０では、信号レベル測定部１６及び伝送品質測定部１７に、チャンネル指定操作
によって指定された物理チャンネル（即ち、指定チャンネル）を表すチャンネル設定信号
Ｓchを出力してＳ１１０に戻る。
【００４７】
　Ｓ１５０では、操作部１３にて、測定モード及び表示モードを指定するモード指定操作
が行われたか否かを判断し、肯定判断した場合はＳ１６０に移行し、否定判断した場合は
Ｓ１１０に戻る。
【００４８】
　なお、レベルチェッカ１０の測定モードとしては、アンテナ方向調整に用いるアンテナ
方向調整モード、主として信号レベルの確認に用いるレベル測定モード、主として信号品
質の確認に用いるＢＥＲ／ＣＮ比測定モード、主としてコンスタレーションの確認に用い
るコンスタレーション表示モードが存在する。
【００４９】
　また、表示モードとしては、測定結果画像のみを表示する結果表示モード、指定チャン
ネルの映像のみを表示する映像表示モード、指定チャンネルの映像に測定結果画像を重畳
して表示する重畳表示モードが存在する。
【００５０】
　Ｓ１６０では、操作部１３を介して設定された測定モード及び表示モードでの測定，表
示が行われるように、当該レベルチェッカ１０の各部を設定して、Ｓ１１０に戻る。
　なお、測定モードの設定結果は、後述する測定処理において、伝送品質測定の要否の判
定に使用され、表示モードの選択結果は、表示切替信号Ｓdm，重畳信号Ｓodの設定に使用
される。
【００５１】
　具体的には、表示切替信号Ｓdmは、結果表示モードの場合は表示切替部２０にて画像デ
ータＤＡが選択され、それ以外の場合は表示切替部２０にて映像データＤＢが選択される
ように設定される。また、重畳信号Ｓodは、重畳表示モードの場合にのみ映像合成出力部
１９に供給されるように設定される。
【００５２】
　つまり、メイン処理では、操作部１３に加えられる操作に従って、測定条件の設定や、
測定処理の起動停止を行うようにされている。
<<測定処理>>
　次に、Ｓ１２０の処理によって起動，停止される測定処理の内容を、図３に示すフロー
チャートに沿って説明する。なお、本処理は、起動操作が行われると、停止操作が行われ
るまでの間、一定時間間隔毎に繰り返し実行される。
【００５３】
　本処理が起動すると、まずＳ２１０では、入力レベル調整部１５の出力の供給先が、信
号レベル測定部１６となるように選択信号Ｓseを設定する。
　Ｓ２２０では、信号レベル測定部１６の入力レベルが規定範囲内となるように、ゲイン
調整信号Ｓgcを増減する入力レベル調整処理を実行する。
【００５４】
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　Ｓ２３０では、信号レベルの算出に必要なデータを取得する。ここでは、信号レベル測
定部１６での測定結果を３回測定し、そのばらつきが予め設定された許容値以下である場
合に、その平均値を算出用データとする。
【００５５】
　Ｓ２４０では、Ｓ２３０で取得した算出用データ、及びＳ２２０にて調整された入力レ
ベル調整部１５でのゲインに基づいて信号レベル、及びＣ／Ｎを算出し、その算出結果を
ＲＡＭに保存する。
【００５６】
　Ｓ２５０では、伝送品質測定を実行するか否かを判断し、伝送品質測定を実行するので
あればＳ２６０に移行し、伝送品質測定を実行しないのであればＳ３００に移行する。
　なお、伝送品質測定を実行するか否かの判断は、設定されている測定モードにより判断
する。具体的には、レベル測定モードでは否定判断され、それ以外では肯定判断される。
【００５７】
　Ｓ２６０では、入力レベル調整部１５の出力の供給先が、伝送品質測定部１７となるよ
うに選択信号Ｓseを設定する。
　Ｓ２７０では、Ｓ２４０にて算出された信号レベルと、ＲＯＭに記憶された最適レベル
設定テーブルとに従って、最適入力レベルを求め、伝送品質測定部１７の入力レベルが、
その求めた最適レベルとなるように、入力レベル調整部１５のゲインをゲイン調整信号Ｓ
gcによって設定する。
【００５８】
　Ｓ２８０では、伝送品質測定部１７から伝送品質の算出に用いる伝送品質算出用データ
を取得する。
　Ｓ２９０では、Ｓ２８０にて取得したデータに基づき、ＭＥＲ，ＢＥＲ等を算出し、そ
の算出結果をＲＡＭに保存する。
【００５９】
　Ｓ３００では、Ｓ２４０及びＳ２９０にて算出，保存された測定結果、及び操作部１３
を介して選択された測定対象の物理チャンネルに従って、設定されている測定モードに応
じた測定結果表示用の画像データを生成すると共に、Ｓ１６０にて設定された表示モード
に従った表示が行われるように切替信号Ｓdm，Ｓodを設定して本処理を終了する。
【００６０】
　ここで、測定モード毎に用意されている測定結果画像の表示例を図４に示す。但し、（
ａ）がアンテナ方向調整モード、（ｂ）がレベル測定モード、（ｃ）がＢＥＲ／ＣＮ比測
定モード、（ｄ）がコンスタレーション表示モードである。
【００６１】
　図４に示すように、いずれの測定結果画像も、「測定モード」「測定対象のバンド名」
「測定対象チャンネル」「測定対象周波数」「変調方式」「バッテリ残量」「ブースタ給
電の有無」等が表示される。
【００６２】
　更に、測定結果画像には、実際の測定結果として、アンテナ方向調整モードの場合は、
「信号レベルのバーグラフ」「受信確認マーク」「Ｃ／Ｎの値」「ＢＥＲの値」が表示さ
れ（図４（ａ）参照）、レベル測定モードの場合は、「信号レベルのバーグラフ」「信号
レベルの値」が表示され（図４（ｂ）参照）、ＢＥＲ／ＣＮ比測定モードの場合は、「Ｂ
ＥＲのバーグラフ」「ＢＥＲの値」「Ｃ／Ｎの値」が表示され（図４（ｃ）参照）、コン
スタレーション表示モードの場合は、「コンスタレーションのバラツキ図」「ＭＥＲの値
」が表示される（図４（ｄ）参照）。
【００６３】
　また、図５は、各表示モードでの表示例であり、（ａ）が結果表示モード、（ｂ）が映
像表示モード、（ｃ）が重畳表示モードである。但し、重畳表示モードでは、映像を最大
限に確認できるように、結果表示モードで表示される情報の一部（ここでは「測定対象の
バンド名」「測定対象チャンネル」「ＢＥＲの値」「Ｃ／Ｎの値」）が画面の隅に表示さ
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【００６４】
　＜効果＞
　以上説明したように、レベルチェッカ１０によれば、測定結果画像だけでなく、指定チ
ャンネル（測定対象となった物理チャンネル）の映像を表示部１２に表示させることがで
きるため、テレビ受像機にチャンネルサーチを行わせることなく映像確認を行うことがで
きる。その結果、アンテナ設置方向を調整する作業の作業効率を向上させることができる
だけでなく、その調整作業のためにレベルチェッカ以外の装置（テレビ受像機やＡＣ電源
等）を必要としないため、作業に必要な装置類を運搬する手間を大幅に削減でき、また、
作業自体を一人で実施することもできる。
【００６５】
　また、レベルチェッカ１０によれば、測定結果に基づく画像と、映像データに基づく映
像と、映像データに基づく映像に測定結果に基づく画像を重畳したものとを適宜切り替え
て表示部１２に表示させることができるため、実施する作業に応じて作業に適した画面を
適宜選択することができる。
【００６６】
　＜発明との対応＞
　本実施形態において、操作部１３及びＳ１３０，Ｓ１４０が指定手段、信号レベル測定
部１６及びＳ２３０，Ｓ２４０がレベル測定手段、伝送品質測定部１７及びＳ２８０，Ｓ
２９０が品質測定手段、表示部１２及びＳ３００が表示手段、ＭＰＥＧ２デコーダ１８が
デコード手段、映像出力部１９及び表示切替部２０が表示制御手段、特に表示切替部２０
が切替制御手段、映像出力部１９が重畳制御手段に相当する。
【００６７】
　＜他の実施形態＞
　以上本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるもの
ではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において様々な態様にて実施することが可能で
ある。
【００６８】
　例えば、上記実施形態では、重畳表示モードの場合、結果表示モードの場合に表示する
測定結果画像を、映像表示モードで表示する映像に単純に重畳しているが、測定結果画像
とは異なる形式にして（例えば、縮小，配置換えして）重畳してもよい。
【００６９】
　また、上記実施形態では、伝送品質測定部１７として、地上波デジタル放送の変調方式
，符号化方式に対応したものを用いたが、ＣＡＴＶ，ＢＳデジタル放送，ＣＳ放送の変調
方式，符号化方式に対応したものを用いてもよい。また、複数種類の伝送品質測定部１７
を設け、適宜、切り替えて使用するように構成されていてもよい。
【符号の説明】
【００７０】
　１０…レベルチェッカ　１１…入力端子　１２…表示部　１３…操作部　１５…入力レ
ベル調整部　１６…信号レベル測定部　１７…伝送品質測定部　１８…ＭＰＥＧ２デコー
ダ　１９…映像合成出力部　２０…表示切替部　２１…制御部
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